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ＧＭＳ南北経済回廊とメコン地域の現状
　　　　
─二〇一〇年四～五月現地調査から─
今回七日間という短い日程であったが、 中国、
ラオス、タイにまたがる大メコン圏（ＧＭＳ）の南北経済回廊の一部を走行、調査する機会を得た。南北経済回廊は中国雲南省昆明からタイバンコクまで約一、 八〇〇ｋｍにわたる整備中のクロスボーダー交通インフラ （ＣＢＴＩ） である。南北経済回廊北部においてはラオスルート（Ｒ３Ａ） 、ミャンマールート（Ｒ３Ｂ）の二ルートがある。今回は昆明 雲南大学訪問後、雲南省景洪からラオスルート（Ｒ３Ａ）を走行、ラオス区間（約二四〇ｋｍ）を中心 道路整備状況の調査、国境付近の視察をおこない、タ 越境後は、建設が始まった第四メコ 友好橋の現場を視察した。経済回廊のみならず、メコン地域の現状について最新状況を現場から報告する。
景洪から中国側国境の町、磨
憨
（モーハン）
まで距離一七八ｋｍ、平均走行速度八九ｋｍ／時（実測値）であった。雲南省における中国区間は極めて良く整備されており 一部山岳区間を除き、高速道路は日本と遜色のな レベルで
あると感じた。中国のインフラ整備能力はハードウェアの建設については非常に高くなっていると言え 。
国境手前の磨
憨
地区は開発が進み始めてお
り、工業団地や物流センターの造成、商業、住宅地区の形成など、活発な投資がおこなわれている。ＣＢＴＩ形成による国境貿易と人 移動の増大を当て込んだ、昨今提唱されている「国境経済圏」ができつつあるようだ。
ラオス区間については援助の主体によって、
①中国政府融資区間
:ボーテン─ルアンナム
ター間、 ②ＡＤＢ（アジア開発銀行）融資区間
:
ルアンナムター─ボーケオ県境間、③タイ政府融資区間
:ボーケオ県境─フェーサイ間、に分
かれている。・ボーテン─ルアンナムター間
中国からラオスの越境は、中国側国境磨
憨
からラオス側国境ボーテ まで両国イミグレーション間約五百メートルを移動する必要があるが、 越境手続きは短時間で終わることができる。
ボーテン─ルアンナムター間の道路は良く整
備されている。ラオス側にも国境経済圏の構想はあるようだが、現状では国境からしばらく走行しても中国側のような目立った投資は見られない。距離六六ｋｍ、平均走行速度六二ｋｍ／時（実測値）であった。・ルアンナムター─ボーケオ県境間
大部分が曲がりくねった山岳地帯になる。道
幅は狭いが道路の完成度は高く、走行に全く問題はない。データ的には比較的フラットな地形である。ルアンナムターを離れ と交通量が次第に少なく る 距離七六ｋｍ、平均走行速度七二ｋｍ／時（実測値）であった。・ボーケオ県境─フェーサイ間
一時千メートルを超える標高に達するがそれ
以降はメコン河 向かう下り坂の区 である。舗装状態が急速に悪化し、大半が未舗装の砂利道となる。一部土砂崩れなどの地点もあり、安定した走行が困難になる。交通量も極めて少ない。距離一〇四ｋｍ（市街地含む） 、平均走行速度五一ｋｍ／時（実測値）であった。
フェーサイにおいてラオス側イミグレーショ
ン終了後、ボートに乗りメコン河を渡りタイ側に向かう。数分でタイ側に到着し、タイ側チェンコンでの入国手続きも短時間で終了した。桟橋などはなく、現状では限られた国境通過がされている状況にある。
チェンコーン入管から南東に直線距離で八ｋ
ｍの地点にメコン河 四番目となる友好橋が建
１．南北経済回廊
:景洪─磨憨区間
２．南北経済回廊
:ラオス区間
３． 越境と第 メコン友好橋建設現場
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設される予定となっている。現地を訪問したところ、すでに着工がされており、請け負う会社（タイのクルントンエンジニアと中国中鉄五局のＪＶ）が決定され整地 始まっていた。タイ側だけでなく対岸のラオス側も共に工事が進行中であった。川沿いの現場では近く予定されている、シリントン王女が出席する記念式典のための式台が作られている最中 あった。
現地の看板によれば橋は二〇一〇年四月着
工、三〇ヶ月の工期で（二〇一二年一〇月）完成する予定とされている。完成すればタイ北部とラオスを結ぶ利便性 大きく向上し Ｒ３Ａルートも完成することになる。しかしながら主に山岳地帯を通過するラオスルートでは工業の大型投資が行われ ことは限られ と思われ、当面エコツアーのような観光業が最初に振興されるのではないか。またラオス国内の架橋 なるが第五メコン友好橋 プロジェクトも始まるとの話も聞かれた。
　
雲南省景洪においてメコン河を見たとこ
ろ、川幅は全幅 約二分 一程度まで狭 っており、水量の減少が著しいことがわかる。下流のタイチェンセン港においても、上流の雲南省西双版納（シーサンパンナ）タイ族自治州との間の水運が、大型船が通行できなくなっているため、影響が出ていることなど 聞か た。この水量減少の原因については、旱魃 影響と中国によるダム建設によるものという両論が取り沙汰されている。
　
ラオス北部ルアンナムターにおいては、雲
南省においてプランテーションがおこなわれているように、中国資本によるゴム園経営が拡大されていることが聞かれた。宿泊したホテルについても、中国資本により新しく建てられたもので、従業員の多くが中国人で中国語以外解さないなど、中国からの観光客を主に当て込んでいることが想像できる。しかしながら、市場における生活用品店では 商品は主 タイ製であり、ラオス人 嗜好性はまだタイに向いている
ＧＰＳによる走行ルートのデータ
４．メコン河水量減少
( 渇水
) の問題
５．ラオスにおける中国の影響拡大について
区間 距離
平 均 走 行
速度
標高
（始点）
標高
（終点）
区 間 最 高
標高地点
景洪−磨憨 178km 89km/h 574m 839m 1,083m
ボーテン−ルアンナムター 66km 62km/h 853m 508m 892m
ルアンナムター − ボーケオ 76km 76km/h 508m 674m 775m
ボーケオ−フェーサイ 104km 51km/h 674m 312m 1,008m
424km
ように思われた。また通貨もタイバーツはどこでも流通しているのに対して、人民元は一般の店では使えないようだ
　
今回の行程において、実験的にＧＰＳ（全
地球測位システム）機器を使用し位置情報、標高、走行速度などのデータを記録した。これによってより正確な実地走行、地形の分析が可能になると考えている。
（かすがひさお
　
アジア研究所
 嘱託研究員）
６．ＧＰＳによる走行記録
